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ここでまず，評価法を考える前に現状で 3 種のコンピュータ(汎用コンピュータ (HC) ，










プロセッサ | 主メモリ管理方式 | 操作情報表示
マルチチップ
HC フロセサ 仮想メモリ テキスト表示
CECL型)
マイクロ グP ラフィックス、
ws プロセッサ 仮想メモリ ウインドウ表示
CR 1 S C型)
マイクロ
テキスト表示
PC プロセッサ 実メモリ (ウインドウ表示可〉
CC 1 S C 型〉
TTL型のマイクロプロセッサと論理を異にするものである。主メモリ管理方式は，オベレー
ティングシステムの機能に主に依存し， HCではMSP などマルチユーザ対応に実績を持つオ
ベレーティングシステムが，またWS ではUNIX ， PCではMS-DOS などが現在使い分










































的に高いと考えられる。 UNIXや， MS-DO S などのオベレーティングシステムは，情報










第 3 章 コンビュータの比較
前章で、述べた 3 種の評価スケーノレに基づいて，各種コンビュータの比較を試みる。




HC ws PC M-PC 
主メモリ 32 8 2 8 
(MB) (256) (32) 
補助メモリ| 7.5GB 150MB (40MB) (80恥1B)

























図 2 モンテカルロシミュレーション FORTAN プログラムの一部
REAL本4 Hl , H2 , A, SS, R 
DIMENSION A(10000) 
REAL本4 DELTH, KT 
DATA IX/O/ 
CALL RANU2(IX, A, 10000, ICON) 
DO 100 COUNT=I , L*L 
CC=4本COUNT





IF (KOU(X, Y) .EQ. ORIENT) THEN 
GO TO 100 
END IF 



























及び拡張仕様の PCを Macintosh (M-P C) の例でこれに加えた。
まず， コンピュータパワーについての比較を表 2 に示す。
主メモリの容量は，それぞれ上記の実例であるが一般に採用されている実績範囲を( )で示
した。 PC と M-PC の補助メモリについては，内蔵メモリではあるがHCやWS の場合とは
機能が異なるのでく〉で示した。計算速度の値は，筆者らが物性研究で用いているそンテカ
ノレロシミュレーションのプログラムによる実測値に基づいている。 HCについては図 2 に示す
FORTRANで作成したプログラムを用い，他は同じ内容の C言語プログラムを用いた。図
中の RANU2 は，一様乱数を発生するライブラリ (SSLII) プログラムである。モンテカノレ





ステ?プ数 キーボード外 | 機能入力回数 J---Jノペ1・7'一
HC 4 。 8 
ws 7 4 9 
PC 4 。 6 






















トラブ";レ メモリ増設 I 議、 トワーク I 理解しやすさ I 玩トウェア原因究明
HC やや困難 やや困難 |異シスアムとは|やや困難 困難 充実
ws | 比較的容易 比較的容易 容易 やや困難 やや充実
PC 容易 容易 やや困難 容易 充実


















ビュータパワーではHC ， WS , PC の/1買で有利であり，ユーザインターフェースでは， WS , 
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